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論文内容の要旨
本論文は，高速・広帯域加入者伝送システム用光ファイパケーブルの高密度化・経済化をねらいとし
た，光ケーブルの基本構成要素である被覆光ファイバの構造設計法に関する研究の成果をまとめたもの
である。
第 1 章は序論であり，被覆光ファイパの研究経緯と研究目的を述べるとともに本論文の構成について
述べた。
第 2 章では，光ファイパケーブルの構成要素について述べるとともに，被覆光ファイパに関して，解
決すべき問題点を明確にした。
第 3 章では，従来使用してきたシリコーン及びナイロン被覆に代わる被覆材料として，硬化の高速性，
簡易性から製造コストの低減化が期待できる紫外線硬化樹脂を用いた被覆光ファイパの構造設計法を論
じた。まず，高密度化に適した構造を有する光ファイパテープを取り上げ基本的な伝送特性であるマ
イクロベンド損失特性及び低温損失特性を明らかにするとともに，構造パラメータの設計例を示した。
次に，複数の光ファイパが高密度に被覆された場合のファイパ聞の光結合問題を取り上げ，その発生メ
カニズムを解明するとともに，光結合条件の定式化を行った。
第 4 章では，紫外線硬化樹脂を用いて光ファイパを高速に被覆した場合に，ファイパ半径方向の被覆
の硬化収縮が光ファイバの損失特性に与える影響について明らかにするとともに，径方向収縮による損
失増加を抑制するための被覆の収縮率の適用範囲を明確化した。
第 5 章では，紫外線硬化樹脂を用いて光ファイバの被覆高速化を達成するため，樹脂の硬化特性及び
紫外線照射条件の明確化を行うとともに，新たに実用的な樹脂選択方法を提案した。そして，本選択方
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法により選んだ樹脂を用いて光ファイパの高速被覆実験を実施し，良好な損失特性を得た。
第 6 章では，被覆光ファイパを高密度にかっ経済的にケーフやルとして実装する方法として，チューブ
ユニット構造及びスロットユニット構造を取り上げ，損失増加及びファイパひずみを抑制する観点から，
各々の集合構造について最適な設計手法を明らかにしたQ
第 7 章は結論であり，本研究で得られた成果について要約した。
論文審査の結果の要旨
光ファイパケーフ。ルの高密度多心化技術の開発は，将来発展が期待される高速・広帯域光加入者伝送
システムを構築する上で非常に重要な課題であり，従来より活発に研究が行われている。本論文は，多
心光ファイパケーブの基本構成要素である被覆光ファイパの構造設計法に関する研究の成果をまとめた
もであって，主な成果を要約すると次のとおりであるO
(1) 数本の光ファイパを紫外線硬化樹脂を用いて被覆した光ファイパテープを提案し，そのマイクロベ
ンド損失特性並びに低温損失特性を評価尺度とした構造パラメータの最適設計法を明らかにしている。
また，光ファイパテープにおける複数ファイパ聞の光結合発生機構について考察し，光結合を抑制す
る構造条件を導いているO
(2) 紫外線硬化樹脂を用いて光ファイパを高速被覆する場合，被覆の硬化収縮が光ファイパの伝送特性
に与える影響を理論・実験の両面から明らかにするとともに損失増加を一定値以下に抑制オるため
の条件を明確に LているO
(3) 被覆光ファイパを高密度にケーブルとして実装する方法としてチューブユニット構造及びスロッ
トユニット構造を取り上げ ファイパに生ずるひずみおよび損失増加を抑制する観点から各々の集合
構造について最適な設計手法を明らかにしているO 実際に，本手法に基づいて 600心の光ファイバケー
ブルを試作し，良好な特性が得られることを確認している O
以上のように，本論文は被覆光ファイパの構造設計法，ケープル化法について，多くの新しい知見を
得ており，通信工学の発展に寄与するところが大きし、。よって本論文は，博士論文として価値あるもの
と認めるO
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